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＜構成員＞
内山 博之 内閣府 健康・医療戦略推進事務局長
仙波 秀志 内閣府 健康・医療戦略推進事務局次長
江澤 正名 内閣府 健康・医療戦略推進事務局次長
坂西 義史 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局

参事官（重要課題担当）付企画官 【代理】
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坂本 光英 総務省 情報流通行政局地域通信振興課デジタル経済推進室長【代理】
倉田佳奈江 文部科学省 研究振興局ライフサイエンス課長【代理】
丹藤 昌治 厚生労働省 健康・生活衛生局健康課長【代理】
武田 伸一  国立研究開発法人日本医療研究開発機構

データ利活用・ライフコースプロジェクト PD
藤原 康弘 独立行政法人医薬品医療機器総合機構 理事長
瀧口登志夫 一般社団法人日本医療機器産業連合会 副会長
安川 健司 日本製薬工業協会 副会長

＜説明者＞
平田有美恵 厚生労働省 健康・生活衛生局女性の健康推進室長
鈴野 崇  厚生労働省 医政局医療情報担当参事官室企画官
田中 桜 AMEDデータ利活用・ライフコース研究開発事業部 部長
平川 誠也 AMED研究開発戦略推進部 研究開発企画課 課長

＜参考人＞ 
片井みゆき 政策研究大学院大学 保健管理センター 教授
門脇 孝 国家公務員共済組合連合会 虎の門病院 院長
小宮ひろみ  国立成育医療研究センター 女性の健康総合センター センター長 
中川 英刀 理化学研究所 生命医科学研究センター チームリーダー 
野口 晴子 早稲田大学 政治経済学術院 教授 
諸橋憲一郎 久留米大学医学部 客員教授

第２回 データ利活用・ライフコース協議会
議事次第

令和７年10月17日(金)
14時00分～16時00分
内閣府4号館1214会議室

１． 開 会
２． 議 事
１）ライフコース「性差医学・医療」
・性差を考慮した研究開発の推進へ：性差医学の視点から

（片井みゆき 政策研究大学院大学教授）
・近年の性差研究の進展について（諸橋憲一郎 久留米大学客員教授）
・AMEDにおける性差を考慮した研究開発の推進に関する取組（AMED）
・各省庁における性差医学・医療の取組
・構成員・参考人の意見交換

２）データ利活用
・糖尿病データベース事業J-DREAMSの取組について

（門脇孝 虎の門病院院長）
・医療等情報の利活用の推進に関する検討会について

（内閣府健康・医療戦略推進事務局）
・構成員・参考人の意見交換

３． 閉 会

■議事次第
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人でのデータ解析では、
男性、女性だけでなく、
1) 男性、2) 閉経前女性、3) 閉経後女性
によるサブ解析ができるように
研究計画を立てるのが望ましい

臨床データ解析:性差とライフコースに配慮が不可欠
令和７年１０月１７日 資料１片井みゆき参考人提出

資料第２回データ利活用・ライフコース協議会

ここに文字を入
力
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Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan     

SAGERガイドライン: 国際一流誌への論文投稿は「性差」の配慮が必須

SAGERガイドライン
2016年に公開

令和７年１０月１７日 資料１片井みゆき参考人提出
資料第２回データ利活用・ライフコース協議会
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Miyuki Katai, National Graduate Institute For Policy Studies, Japan     

日本で国際基準の「性差を考慮した研究開発推進」に向けて

国際的な経緯から 性差の視点が浸透するまでは
性差の視点が欠かせない領域に 「性差枠」が有効では？
・データ利活用・ライフコース: 性差枠の新設
・性差・個人差：性差枠を確保(個人差>性差の現状)
・医療機器開発等:「ジェンダード・イノベーション枠」の考慮
・AI開発: ジェンダーバイアスの考慮・是正が不可欠
ジェンダード・イノベーション：「性差」をはじめ新たな視点（交差因子）が 科学技術等の革新的な飛躍や
イノベーションを創出する可能性があるとして、国際的に注目されている概念

令和７年１０月１７日 資料１片井みゆき参考人提出
資料第２回データ利活用・ライフコース協議会
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令和７年１０月１７日 資料２諸橋憲一郎参考人提出
資料第２回データ利活用・ライフコース協議会
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令和７年１０月１７日 資料２諸橋憲一郎参考人提出
資料第２回データ利活用・ライフコース協議会
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研究開発企画課 性差を考慮した研究開発の推進

性差を考慮した研究開発に関する政府、省庁、機関の主要政策タイムライン

日本の政策・取組み

海外の取組み

‘Sex and Gender Equity in Research – SAGER – guidelines’ (SAGERガイドライン)

１.これまでの経緯とAMEDでの取組状況
３）WEBサイトの公開(開設日：2024年8月1日）

AMED公募要領及び研究開発提案書に関する説明

関連資料
イベント

2025年10月10日現在

令和７年１０月１７日 資料３第２回データ利活用・ライフコース協議会
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2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

CIHR
（加）

2006：
ポリシーにセックス/
ジェンダーに基づく
分析（SGBA）を掲載

2010：
全グラントで申請書に
SGBA記載を義務化

2015：
申請者へのトレーニ
ング提供開始

2018：
申請書への記載必須/
評価対象。 評価者への
トレーニング提供開始

2021：
申請書への記載必須
/採点対象

UKRI
-MRC
（英）

2021：
FAの取り組み
に関する国際
レビューや、研
究コミュニティ
に対する調査、
MRCの研究助
成申請書の分
析等を実施

2022：
検討プロセ
スの一環とし
て、ポリシー
導入に対す
る意見募集。
ワーキンググ
ループ開催。

2023：
セックス/ジェ
ンダー分析を
組み込む政策
を導入

NIH
（米）

2014：
動物モデル/
試験管内細胞
株ベースの 研
究の両方に
「性」を変数と
して含めるこ
とを要求

2016：
脊椎動物や
人間の研究
において生
物学的変数
としてのセッ
クス（SABV）
の考慮を求
める政策を
導入

2017：
申請書へ
のSABV考
慮記載を
義務化

2013：
すでに実施され
ている前臨床研
究と臨床研究に
おけるセックス/
ジェンダーの比
較を奨励

（海外FAにおける段階的実装の先行事例：CIHR、NIH、MRCの取組）

J Clin Endocrinol Metab. 2021,106(10):3034に基づき作成

海外FAにおける取組状況も踏まえ、中長期的かつ
段階的な取組とすることが重要。
国の関連文書に則した令和8年度公募要領/提案書 

改訂に向けた具体的な対応を検討。

 これまで諸外国においては、国内よりも先行して、中長期的かつ段階的な取組が実施されている

２.  AMEDにおける今後の方針について
令和７年１０月１７日 資料３第２回データ利活用・ライフコース協議会
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●医療機器産業連合会 瀧口登志夫構成員
これまで、女性の体格や特有疾患に対応した機器開発に注力。
医療従事者の性別構成（女性が多い）も考慮し、使いやすさを追求。
今後は、超音波やX線などの画像診断機器における性差による差異の検討が必要と認識。

●日本製薬工業協会 安川健司構成員
グローバル開発を前提に、女性の治験参加も初期段階から可能。
層別解析も実施されるが、閉経前後などの分類は長期観察が必要で、販売後のリアルワールドデー
タ活用が重要。
コロナ禍で妊婦・授乳婦が治験対象外だったことを契機に、ICH（医薬品規制調和国際会議）で妊婦
治験に関するガイドラインの議論が開始。

●成育医療センター 小宮ひろみ参考人
ライフコースと性差を一体として捉える重要性を指摘。
個別化医療の出発点は性差とライフコースの理解にあるとの指摘。
遺伝的・社会的要因も含めた包括的視点での医療提供が必要。
基礎研究と臨床研究の連携強化、出口を見据えた基礎研究の重要性を再認識。

●理研 中川英刀参考人
ゲノム解析では、X・Y染色体の違いは技術的に分離可能。
健康な女性の少ない疾患例を解析することで、新たな研究シーズが生まれると指摘。
女性の健康長寿データの利活用の重要性を指摘。

等

協議会ででた主なご意見・コメント
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診療録直結型全国糖尿病データベース事業
（J-DREAMS） 研究実施体制

糖尿病多施設
症例データベース

症例分析

糖尿病臨床研究
推進拠点

糖尿病多施設
症例蓄積拠点

糖尿病クラウドセンター
症
例
登
録
ポ
ー
タ
ル

解析センター

J-DREAMS 事務局

各医療機関

各施設の電子カルテ

医師がJ-DREAMS
テンプレートを登録

収集Agent

SS-MIX2 GW
匿名化Server

MCDRS

暗号化通信
（VPN）

自動でデータ蓄積

匿名データ

日本糖尿病学会

• 各教育認定施設への連絡
• 収集項目の検討
• 追加の研究テーマの検討
• その他各種支援の検討

東京大学医学部附属病院
• MCDRSの提供・改良、検討、
  情報システムの構築
• 情報システムの構築支援、
仕様策定

• 糖尿病患者登録（各医療機関と同様）

システム開発会社
• データ収集システム開発
• 各医療機関にMCDRSを導入

電子カルテベンダー
• 各医療機関に「糖尿病標準診療テンプレート」
を導入
• 入力された診療内容をSS-MIX2拡張ストレージ
に格納するシステムの構築
• 各医療機関のネットワーク整備

協力
連携

契約

匿名化・暗号化
されたDVD等

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置 FW

SS-
MIX2

2025年9月末で・75施設が参加 ・登録 115,645名

令和７年１０月１７日 資料４門脇
参考人提出資料第２回データ利活用･ライフコース協議会
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研究の概要・デザイン 2017年 横断観察・合併症の併存割合 2021年

これらに加えて：
10本の研究が解析も含めて進行中
・腎機能不全と（腎性）貧血と合併症の関係
・１型糖尿病の調査研究（日本糖尿病学会）
・治療に伴う重症低血糖（日本糖尿病学会）
・糖尿病性腎症と糖尿病網膜症（神戸大学）
・NASH/NAFLD（NCGM 国府台病院）

3．J−DREAMSデータを活用した研究の進行状況

GLP-1R作動薬の実態調査 2023年

腎性貧血と合併症 2024年

・１型糖尿病患者における肥満症（神戸大学）
・腎機能低下時の糖尿病治療選択
・糖尿病クラスター分類（福島県立医大）
・膵癌・肝癌合併の糖尿病患者の特徴（東北大学）
・MRAの糖尿病患者への使用実態

心不全の危険因子 2025年
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令和７年１０月１７日 資料４門脇
参考人提出資料第２回データ利活用･ライフコース協議会



○ 「デジタル社会の形成に関する重点計画」（令和7年6月13日閣議決定）等を踏まえ、医療等情報の利活用の推進に向けて、基本理
念や制度枠組み等を含む全体像（グランドデザイン）等に関する検討を行うため、9月上旬から検討会を開催。
※ 厚生労働省及びデジタル庁等の協力を得て、内閣府健康・医療戦略推進事務局が事務局

「医療等情報の利活用の推進に関する検討会」の開催について

◎ 座長、○ 座長代理

安中 良輔 日本製薬工業協会産業政策委員会健康医療データ政策ＧＬ
石川 俊平 東京大学大学院医学研究科衛生学分野教授
伊藤 由希子 慶應義塾大学大学院商学研究科教授
大江 和彦 順天堂大学大学院健康データサイエンス研究科特任教授/

東京大学大学院医学系研究科特任教授
黒田 知宏 京都大学教授/同大学医学部附属病院医療情報企画部長・病院長補佐
桜井 なおみ 一般社団法人全国がん患者団体連合会副理事長

○ 宍戸 常寿 東京大学大学院法学政治学研究科教授
高倉 弘喜 国立情報学研究所アーキテクチャ科学研究系教授
谷岡 寛子 一般社団法人日本医療機器産業連合会医療等データ利活用推進分科会主査
爪長 美菜子 一般社団法人日本経済団体連合会イノベーション委員会ヘルステック戦略検討会

委員 / ＮＴＴ株式会社執行役員研究開発マーケティング本部アライアンス部門長
中野 壮陛   公益財団法人医療機器センター専務理事
長島 公之 公益社団法人日本医師会常任理事
浜本 隆二 国立がん研究センター研究所医療ＡＩ研究開発分野長
水町 雅子 宮内・水町ＩＴ法律事務所弁護士
宮島 香澄 日本テレビ報道局解説委員

◎ 森田 朗 東京大学名誉教授 / 一般社団法人次世代基盤政策研究所代表理事
山口 育子 認定NPO法人ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ理事長
山本 隆一 一般財団法人医療情報システム開発センター理事長
横野 恵 早稲田大学社会科学部准教授

構成員

• 医療等情報の利活用に関する基本理念や制度枠組み
等を含む全体像（グランドデザイン）

• 対象となる医療等情報、収集方法、内容・形式の標準
化、患者の識別子

• 一定の強制力やインセンティブをもって収集し利活用でき
る仕組み、情報連携基盤の在り方

• 患者本人の適切な関与の在り方 等

検討事項

令和7年
9月3日 第１回検討会

ヒアリング及び意見交換を実施

12月目途 中間とりまとめ

令和8年
夏目途 議論の整理

→ 必要とされた措置内容が法改正を要する場合には、
令和9年(2027)通常国会への法案の提出を目指す

スケジュール
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今後の検討の進め方（案）

2025年
９月３日 第１回検討会

主な論点（案）を踏まえ、ヒアリング及び意見交換を実施（月1~2回程度開催）
9/10  ・ 医療等情報の利活用全体への意見・留意点等

ヒアリング対象…次世代基盤政策研究所、日本製薬工業協会、日本医療機器産業連合会、日本医師会、
国立病院機構、ささえあい医療人権センターCOML

・ 対象となる医療等情報、収集方法、患者識別子、標準化等
ヒアリング対象…医療等情報関係者、学会、ＡＩ、ゲノム、PHR、研究者等

・ 患者の権利利益の保護、情報セキュリティ、倫理指針、知財等
ヒアリング対象…法学者、弁護士、患者団体、情報セキュリティ等

・ 制度枠組み、情報連携基盤、費用負担、医療現場の負担軽減等

12月目途 中間とりまとめ

2026年
１月～ 中間とりまとめを踏まえ、検討会を再開

夏目途 議論の整理

⇒ 必要とされた措置内容が、法改正を要する場合には、2027年通常国会への法案の提出を目指す。

以降、
順次
実施

令和7年9月3日 第1回医療等情報の利活用の推進に関する検討会 資料２
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「医療等情報の利活用の推進に関する検討会」の開催状況

９月３日 第１回
○ 医療等情報の利活用の現状、主な論点及び進め方について

９月10日 第２回
○ 関係者ヒアリング及び意見交換（医療等情報の利活用全体への意見・留意点等）
・ 安中良輔 日本製薬工業協会 産業政策委員会健康医療データ政策ＧＬ
・ 谷岡寛子 日本医療機器産業連合会 医療等データ利活用推進分科会主査
・ 長島公之 日本医師会 常任理事
・ 堀口裕正 国立病院機構 本部情報システム統括部 部長
・ 山口育子 ささえあい医療人権センターＣＯＭＬ理事長
・ 加藤尚徳 次世代基盤政策研究所 理事

９月30日 第３回
○ 関係者ヒアリング及び意見交換（対象となる医療等情報、収集方法等を中心）
・ 大江和彦 順天堂大学大学院健康データサイエンス研究科特任教授、東京大学大学院医学系研究科特任教授
・ 黒田知宏 京都大学教授、京都大学医学部附属病院医療情報企画部長・病院長補佐
・ 山本隆一 医療情報システム開発センター理事長
・ 伊藤由希子 慶應義塾大学大学院商学研究科教授
・ 石川俊平 東京大学大学院医学研究科衛生学分野教授
・ 浜本隆二 国立がん研究センター研究所医療AI研究開発分野長

10月14日 第４回
○ 関係者ヒアリング及び意見交換（対象となる医療等情報、収集方法等を中心）
・ 石見  拓 PHR普及推進協議会代表理事、京都大学大学院医学研究科教授
・ 的場哲哉 九州大学大学院医学研究院循環器内科学准教授、日本循環器学会IT/Database部会委員
・ 大杉  満 国立健康危機管理研究機構糖尿病情報センター長、診療録直結型全国糖尿病データベース事業（J-DREAMS）
・ 池田徳彦 National Clinical Database代表理事、東京医科大学呼吸器甲状腺外科主任教授
・ 山口光峰 医薬品医療機器総合機構医療情報科学部長

令和７年１０月１７日 資料５第２回データ利活用・ライフコース協議会

15



第２回データ利活用・ライフコース協議会でいただいた主なご意見
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・ 産業の立場として、医療に関するデータの利活用は産業振興にとって重要。医療情
報利活用検討会において、制度の改善に向けて提案していきたい。

・ 医療データの利活用に当たっては、医療データをデジタル化して、AIを用いてリス
ク予測をして、予防や医療の効率化につなげる方向性に向かっていくことが重要。

・ 電子カルテの非構造化データをAIを活用してテンプレートに自動的に取り込む取組、
データの標準化や品質管理の取組を積極的に行う必要。

・ 我が国の健康長寿を守る観点から、予防医学等に活用可能なポピュレーションベー
スでのデータベースが重要。

・ 社会保障政策を検討する上で、医療情報に家計の社会的・経済的情報をつなげて分
析する取組も重要。

等
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